

































































































































































車 ≡ nA- nB, n≡nA+nB･ (17)
を導入する｡またVを流体の速度場とすれば､二成分流体のヘルムホルツの自由エネルギー
として
F-/(;V2･去x-1(n-no,2月 軸 )･2･芸現 Q)dr･
を仮定する.その時n,4,Vに対する方程式は




jd=車V-L¢∇仙 P.≡ 両 ,
dv _












pn≡-訂 -X-1(n-no),仙 ≡両 ニー 9∇2車 両 Q, (24)
である.流体の圧縮率 xが十分小さい場合､これらの方程式は非圧縮性流体の運動を記述
する｡上の一連の方程式は次の性質を持つことを示すことが出来る｡(1)自由エネルギーは
増加しない｡(2)非線型の駆動力が有効である場合二次元では僚性項の長波長部分が無視出
来ない｡前者は巨視的な方程式が満たすべき条件である?後者は二次元流体における成長則
に大きい影響を与える｡
上の現象論的方程式をオイラー法で数値積分することによって低粘性の二次元二元非圧
縮性流体の相分離を調べた｡2562のメッシュでシミュレートした結果は従来通りR∝i2/3 を
再現した｡この場合のレイノルズ数は1000以上であった｡最後にMDと現象論的方法の初
期条件依存性の違いを示そう｡
Fig.4
図4はそれぞれ現象論的方程式の数値積分とMDによる相分離パターンの例である｡両
方とも642のシステムサイズで､時間は両方でほぼ同じ大きさのクラスターになる場合を示
した｡ただし物理的にはこのスケールの比較は無意味である｡現象論モデル (左):上と
下の違いは初期条件による.違いはただ一つのセルの車の億に0.1の差をつけたことであ
る.,この結果生じたパターンにわずかな違いが見られる.この違いはしかし4,の値の差が
0.001程度以下になれば歌別出来なかった.現象論モデルの数値計算では倍精度と単精度で
結果に違いは見られない｡MD (ち):温度をT=0.22にセット｡上と下の初期条件の達
は極めてわずかである｡すなわちたった一個の粒子の初期速度に10-10の差を与えた.しか
しこの結果､生じたパターンは大きく違っている｡
/結論/計算機が身近になり誰でも簡単にシミュレーション出来るようになった｡し
かし分野によっては数値計算の問題点が十分明確になっているとは限らない｡ここで行った
MDにおいて､粒子半径 Fti粒子間隔;Ylとして､大雑把な評価で､誤差は一回の衝突で約
3倍に拡大される｡この結果､-粒子当たりわずか数十回の衝突で倍精度の桁数が意味をな
さなくなる｡数値計算では必ず切り捨てが起こり､誤差と無縁ではありえない｡精度保証付
き計算方法もあるがこれは実用的ではない｡シミュレーションにおいて一番の問題点はカオ
ティツタな振る舞いをいかに処理するかということである｡それゆえ現象論的モデルは当分
の間重要な位置を占めるだろう｡ただカオティツクな性質は必ずしも統計的な振る舞いに敏
感ではなく､誤差の影響を吟味しながら計算すれば､MDは有効な方法である｡
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